
35　2球面

（∬－1）2＋（y＋1）2＋Z2＝4，（〇一3）2＋（y－1）2＋（Z－1）2＝9

の交円の中心と半径を求めよ．

（解答）　球面（い1）2＋（y十1）2＋Z2＝4と球面（エー3）2＋（y－1）2＋（Z－1）2＝9の

交円を含む平面の方程式は，

伸一1）2＋（y＋1）2＋22－4）＋頃（〇一3）2＋（y－1）2＋（Z－1）2－9）＝0日①

にた＝－1を代入して得られる1次方程式である．①に庵ニー1を代入して整理

すると，

2ご＋2y＋Z＝2

となる・球面（エー1）2＋（y＋1）2＋22＝4の中心（1，－1，0）と2ご＋2y＋Z＝2

の距離は

l2・1＋2・（－1）十0－2t

ノ22＋22＋12

であり，球面（才一3）2＋（y－1）2＋（Z－1）2＝9の中心（3，1，1）と2才＋2y＋Z＝2

の距離は

12・3＋2・1＋1－2t

ノ22＋22＋12

なので，交円の中心は，2点（1，－1，0），（3，1，1）を結んだ線分を2：7に内分

する点である．よって，交円の中心は，
1・7＋3・2（－1）・7＋1・2　0・7＋1・2

2＋7’　　2＋7　’　2＋7 ）＝（筈，
である・また，球面（エー1）2＋（y＋1）2＋Z2＝4の半径が2であり，

球面（才一1）2＋（y＋1）2＋22＝4の中心（1，－1，0）と2〇十2y＋Z＝2の距離

が；なので，三平方の定理より・交円の半径は，

である．

ポイント：球面（エーα1）2＋（封－α2）2＋（Z－α3）2＝γ2と球面（いも1）2＋（y－む2）2＋（Z－古津＝月2

の交円を含む平面の方程式は，

伸一α1）2＋（y－α2）2＋（Z・一㌧α。）2－γ2）

＋頃（エーbl）2＋（y－82）2＋（Z一頃2－月2）＝0…①

にた＝－1を代入して得られる1次方程式である．

中心が点A，半径がrlの球面と，中心が点B，半径がγ2の球面について，

点A，Bと，2球面の交円を含む平面の距離をdl，d2としたとき，

交円の中心は，線分ABをdl：d2に内分する点であり，

交円の半径は・何である・（√才二才でも良い・）
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